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真空汚泥濃縮装置の原理

汚泥

凝集剤

真空発泡マイクロバブル

真空発泡マイクロバブルは汚泥と凝集剤によるフロック形成を促進する

① 真空脱気処理により、汚泥中の炭酸ガスがマイクロバブルとして
発泡し、汚泥の凝集浮上分離を促進する。

② 真空下で脱気浮上分離した汚泥は、大気圧下では脱気ガスが
再溶解するため、重力沈降分離効果が高い。

真空浮上分離槽

汚泥分離槽へ

水エジェクターによる真空操作と浮上汚泥の分離操作

水 吐出側
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真空浮上分離槽

汚泥分離槽へ
真空気液分離槽

凝集剤 （凝集剤が不要な場合もあります。）

微粒固形物

原液に微量溶解していたガスが真空下で気泡として発生して固形物を浮上分離させる。

原液

原液に溶解しているガス
が少ない場合は、空気を
吸引させて気泡を発生さ
せる場合もあります。 真空気液分離槽上部の水エ

ジェクターにより、槽内は
真空に維持されます。発泡
ガスを含む浮上濃縮汚泥は
気液分離槽で、脱気ガスと
濃縮汚泥に分離されます。
脱気ガスはエジェクターへ
、濃縮汚泥は下部へ移送さ
れます。
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真空浮上分離装置
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NO. 流体名称
1 原液
2 浮上物
3 脱気ガス
4 分離液
5 エジェクター用水

分離液槽

浮上物槽
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気
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真空気液分離槽

真空浮上分離槽

1. 加圧浮上装置に必要な空気と液の圧縮処理が不要。⇒省エネ
2. 重力濃縮装置の100倍の速度で固液分離が可能。⇒コンパクト
3. 凝集剤を原液で利用できるため希釈水が不要。⇒低コスト
4. シンプルな構造で運転管理が容易。⇒容易なメンテナンス
5. 自動制御システムで安定した濃縮率で運転可能。⇒省力化
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